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 要  旨 
列車の高速化などにより騒音の問題が課題となる中，列車周りの乱流境界層から放射される音の
メカニズムについても研究が求められている．本研究では乱流境界層中の粗面から放射される空
力音の特性を調査するため，平板壁面近傍の流れと遠方場で観測される壁面からの放射音に注目
し，風洞実験を行った．粗さによる空力音への影響の調査をするために，トリッピングワイヤに
よって乱流境界層を形成した平滑面と発泡スチロールビーズを平板に張り付けた粗面に対して，
熱線流速計を用いた境界層速度分布の測定と，パラボラアンテナを用いた壁面からの放射音の計
測を行った．その結果，平滑面から放射される SPL を上回る粗面からの放射音が 1kHz 以上の周
波数帯で確認された．また，粗さの大きさに関係なく 2.5kHz から 5kHz の周波数帯に粗面によ
る放射音のピークが表れていることが分かった．この結果より粗面からの放射音を抽出し，既に
提案されている乱流境界層中の粗面から放射される放射音の理論モデルとの比較を行った．その
結果，理論モデルと計測値は一致しないことが分かった．粗さの径が大きくなればなるほど，実
際に計測した放射音のピーク無次元周波数が理論モデルのピーク無次元周波数よりも大きな値を
とることが分かった．また，この傾向は粒子径が大きくなるほど顕著であった．このため，理論
値と計測値のピーク無次元周波数を一致させるように粒子径の値を調整をした結果，2.0 mm と
3.5 mm の粒子半径をどちらも 1 mm と仮定した場合，放射音の理論値と計測値のピーク無次元
周波数はよく一致した．一方，半径 0.5 mm の粒子は半径の値を変えることなく理論値と計測値
のピーク無次元周波数は一致した．1 mm はバッファー層程の大きさであり，粒子径がバッファ
ー層以下の大きさであれば粗面からの放射音は Howe の理論とよく一致する事が確かめられた．
また，粒子径がバッファー層を大きく超えると乱流境界層中の粗面からの放射音の周波数特性は
粗さの大きさではなく，壁面せん段応力の影響が支配的となることが分かった． 
 
 
